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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ「
笑
し
部

亭
（
わ
ら
し
べ
て
い
）
」

を
開
店
し
て
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
立
ち
上
げ
た
内
田
裕

子
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。 

＊
お
店
を
開
店
し
た
経
緯
は
？ 

第
１
回「
国
際
ア
ー
ス
デ
イ
」で
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
周
知
の
た
め
に

カ
レ
ー
を
作
っ
て
売
っ
た
り
、東
日

本
大
震
災
時
、高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
仲
間

と
ク
ッ
キ
ー
を
作
り
、被
災
地
に
送

っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。 

本
当
に
料
理
が
大
好
き
で
す
。地

域
の
人
に
豊
か
な
食
生
活
と
交
流

し
て
い
た
だ
け
る
場
を
と
、開
店
し

ま
し
た
。 

＊
お
店
の
中
の
イ
ベ
ン
ト
は 

 

同
窓
生
が
ギ
タ
リ
ス
ト
を
連
れ

て
来
て
く
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

に
な
っ
た
ギ
タ
ー
や
ボ
サ
ノ
ヴ
ァ

の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
と
か
、二
つ
目
の
落

語
家
さ
ん
の
応
援
落
語
会
な
ど
、随

時
開
催
し
て
い
ま
す
。 

＊
公
民
館
と
の
関
わ
り
は 

被
災
地
に
ク
ッ
キ
ー
を
送
る「
ス

イ
ー
ツ
の
会
」の
役
員
で
中
央
公
民 

 

館
ま
つ
り
の
実
行
委
員
会
に
出

席
し
て
い
た
時
に
、
委
員
長
を
引

き
受
け
、
活
動
し
て
き
ま
し
た
。 

中
央
公
民
館
の
ま
つ
り
も
、
段
取

り
を
、
利
用
者
が
も
っ
と
中
心
と

な
り
行
う
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。 

＊
多
摩
湖
音
楽
祭
に
つ
い
て 

 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
応
援
し
、
誰
で
も
、
そ
し

て
様
々
な
団
体
が
参
加
で
き
、互
い

に
交
流
し
合
え
る
場
を
作
り
上
げ

て
い
こ
う
と
、音
楽
と
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
音
楽
祭
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

２
０
１
７
年
６
月
に「
第
１
回
多

摩
湖
音
楽
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

公
民
館
で
知
り
合
っ
た
皆
さ
ん

も
協
力
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。大
好

評
で
し
た
。 

い
ろ
ん
な
分
野
の
人
と
知
り
合

う
こ
と
が
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま

し
た
。 

第
２
回
の
音
楽
会
か
ら
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
表
紙
を
募
集
し
ま
し
た
。２

回
目
は
、
障
害
者
の
方
の
作
品
。
３

回
目
は
高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に 

 

通
う
方
々
の
共
同
作
品
の
貼
り
絵

で
し
た
。応
募
作
品
は
会
場
に
展
示

し
、
表
彰
式
も
行
い
ま
す
。 

 

大
変
で
し
た
が
色
々
な
方
を
掘

り
起
こ
せ
て
良
か
っ
た
で
す
。 

 

去
年
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

と
な
り
残
念
で
す
が
、違
う
形
で
つ

な
い
で
い
き
た
い
で
す
。 

＊
地
域
と
の
関
わ
り 

引
越
し
の
度
、自
治
会
に
は
必
ず

入
っ
て
い
ま
す
。災
害
時
な
ど
互
助

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

＊
自
分
の
生
き
方
と
し
て 

 

自
分
の
興
味
を
広
げ
る
事
で
出

会
い
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。熱
意

と
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
話
し
て

い
け
ば
分
か
り
合
え
ま
す
ね
。 

 

話
を
し
て
い
る
と
人
を
引
き
付
け 

 

て

や

る

気

に 
 

 

さ
せ
て
し
ま
う

力
の
あ
る
内
田

さ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
ご
活
躍
楽
し

み
に
し
て
い
ま

す
。（
目
黒
） 

 

公民館開館 50 周年 
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いろんな分野の人と知り合うのが一番大切 

笑し部亭で楽しい時を過ごしに来てください 
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緑豊かな東大和市ですが、四季折々に美しい花

を咲かせている市民の憩いの場、公園についてお

話を伺いました。 

市内には公園100か所、こども広場が17か所あり

ます。老朽化したところも相当数あることから、安全

面からも、毎週月曜日に職員が一日がかりで見回り

を行っており、遊具の点検を業者に委託しています。

公園等の規模としては、100㎡に満たないところから、

市内最大である 14.5㏊の面積を持つ狭山緑地まで

あります。 

公園は、市民等の憩いの場であり、訪れる高齢者

も多く、ベンチが必要ですが、老朽化により、なかな

か整備が進みません。安全性や騒音・ごみに関す

ること等様々な市民の声がメールや電話、窓口等に

届いています。 

清原南公園・清原西公園・向原中央公園・桜が丘

一丁目公園・向原南公園には、健康器具を設置して

います。東京オリンピックの影響もあり、公園でスケ

ートボードをやっている子どもたちからは、安全に

できる場所が欲しいという声があります。 

草取り清掃や花壇の整備などが課題です。自治

会によっては地域の住民が日曜日に集まり、清掃整

備をしていた時期もありましたが、負担となり、やめ

てしまったところもあるようです。 

市では、市内 23 か所の公園等を対象に、維持管

理活動を行う「緑のボランティア」に登録いただき、

市民の協力を得ています。市から声かけがあり、自

治会独自で花壇を作ったなどの経緯があるそうです。

植え替えの時にはメンバーを増やして、職員も支援

しています。 

ボランティアの方々によると、作業していると「い

つもきれいにしてくれてありがとう」と道行く人や学校

帰りの小学生に声をかけられて、会話が弾むそうで

す。「小さな場所でも綺麗にしておこう」と思うそうで

す。 

草むしり、木の伐採等の対応をできる限り行って

いますが、高齢化で苦慮しているとのことです。 

目標が高すぎると続かない為、自分たちのできる

範囲で取り組んでいるそうです。基本的には、暑さ

などで人が倒れないよう、80％の力で取り組んでい

るとのことです。また、きれいな公園が維持できると、

子どもたちもいたずらをしないそうです。 

オールシーズン花が咲いているように工夫するた

め、5種類の同じ花になってしまいます。場所によっ

ては、市から配分される花以外も加えて、オリジナ

ルを楽しんでいるとの声もありました。市では、ウォ

ーキングマップを作ってPRしています。 

ボランティアの方々からは、「植え替えの時期（最

終摘花）には、“花を差し上げます”の案内を掲示し

て花を配り、喜ばれている」、「道路清掃用の無料の

ごみ袋も、市民が身近な所で受け取れると良い」、

「人と人とが公園を介してコミュニケーションを図れる

ため、若い人でも参加できる方法を考えなければな

らない」、「大人として、公園に来る子どもたちにも、

街をきれいにすることを教えたい」、「子どもの頃か

らの地域交流に対する経験は貴重であるため、子ど

もたちにも、地域の人が顔見知りになる経験をして

ほしい」、「コロナの影響により、祭りやサロン活動な

どが開催できなくなっていることが残念である」、「公

園ボランティアを通じて仲間ができた」、「人と人との

繋がりが生き生きしており、直接会話を楽しめた」、

「コミュニティの形成に繋がった」、「ごみ拾いに対す

る意識を変えるため、自分たちが頑張らないといけ

ない」などの声もあがりました。 

安心して住めるまちづくりのために、市民の心と

心をつなぐ大切な場、公園の維持管理に尽くされて

いる方々のご苦労に頭が下がります。心から感謝い

たします。                         （若松）   

                    

今回お話を伺ったのは市役所環境部環境課緑化推進係

の職員や南街地域のボランティアの方々です。  
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 東大和市立公民館「夏休み☆みんなでつくる

遊空間」の南街公民館企画は、コロナ禍による

延期で１０月９日（土）に実施されました。 

 南街公民館自主グループ「多磨俳句会」のご

指導の下、今、大ブレーク中の、俳句作りに挑

戦しました。 

 お子さんたちの作品をご紹介します。 

 

由宇己作 秋
あき

桜
ざくら

風が吹くのをまっている 

秋
コス

桜
モス

はきれいな色の宝石だ 

侑生作 朝になりスズムシの声消えていく 

自転車をこげばこぐほど秋にそまる 

 

 皆さん、基本を学んだ後、頭をひねりながら、

一生懸命、句を詠んでくれました。 

 

 東大和市は、景色のいい街です。色んな句が 

詠まれているのではないかと思います。 

 「多磨俳句会」さんから、俳句雑誌「多磨」

を毎号いただいており、2階ロビー閲覧棚に配

架してあります。4年分ほどのストックの中か

ら、東大和市在住の会員さんの、東大和市を詠

んだと思われる句を抜き出してみました。 

 ぜひ、ご紹介の句を思い出しながら、東大和

市内をお散歩していただき、コロナ禍で遠出で

きなくても、癒しの時を過ごしていただきたい

と思います。 

 

水打つて多摩湖の風を呼び寄せぬ 

 

町の名は「桜が丘」てふ花吹雪 

春風に足をのばして多摩湖まで 

 

冬晴の多摩湖堤防人多し 

 

冬夕焼に染まりて過るモノレール 

 

モノレールの灯の煌煌と無月かな 

 

新涼や多摩湖の水は澄み渡り 

 

ドームも消えて釣瓶落としの湖畔かな 

 

終点の湖畔に降りて秋惜しむ 

 

玉川の水のゆらぎに初日の出 

 

風花と見上ぐる先をモノレール 

 

湖畔に棲み湖来る風を寒がりぬ 

 

木々萌えて狭山丘陵膨れけり 

 

日が暮れて湖に寒さが戻りたる 

 

新茶汲む狭山八女よと楽しみて 

 

取水塔の影を映して湖は秋 

 

故郷は湖底に沈み秋の風 

 

武蔵野のはての狭山の水引草 

 

海の底にも都のありて朧かな 

 

手土産に新茶地産の狭山茶を 

 

空堀川に魚の影みえ春うらら 
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今まで和室（２０５号室）は、座卓と座布団をご利用

いただいておりましたが、ほかの学習室と同じ高さの机

と椅子が使えるようになりました。 

 

 ご利用方法 

【長足の机と椅子】 

①水屋に絨毯マットがあります。畳の上に絨毯マッ

トを敷き詰めてください。 

机の脚が座卓と違って、

畳に傷をつけやすい脚と

なっております。必ず絨毯

マットを敷いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②床の間に机と椅子が置いてあります。必要な数を

出してお使いください。必ず絨毯からはみ出ないよ

うにご使用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③片づける際には、窓際の座卓に混ぜないでくださ

い。必ず床の間に片づけてください。 

 【障子とカーテン】 

①障子の必要な団体が少ないこと、お子さん連れの

団体さんが障子を破損しないよう気を使うこと、障

子を破いたら修理をしていただくことになることか

ら、障子を水屋に保管し、カーテンをつけました。 

②障子が必要な団体は、カーテンを外し、障子を水

屋から出して使っていただいて構いません。使用後

は、障子・カーテンとも元に戻してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ハロー公民館編集委員募集中】 

このおたよりは、公民館と市民の編集委員で取

材、執筆、編集を行っています。パソコンができ

る方、写真が得意な方、一緒につくる仲間を募集

しています。また、南街周辺地域に各戸配布して

くださるボランティアも募集しております。詳細

は、南街公民館まで！！ 

 

【取材記事募集！！】 

また、ハロー公民館では取材記事を募集してお

ります。取り上げてもらいたい記事がございまし

たら南街公民館までご連絡ください。 

 

和室（205号室）で 

机と椅子が使えます。 

障子をカーテンに 

しました。 

 
 

【編集後記】 

いろんな分野にアンテナを伸ばし、興味を広げ

ていく内田さんの原動力を、知ることができまし

た。公園に色とりどりの花が植えられていて、気

になっていました。ボランティアの方の「できる

範囲で取り組んでいる」とのお話でしたが、継続

していく大切さを教えていただきました。 

（小林） 

 

 

  

（   ） 

【新職員紹介】 

4 月 1 日付で同じ社会教育部の社会教育課から

南街公民館に異動してまいりました眞中と申しま

す。公民館事業は初めての経験になりますが、利

用者の皆様には気持ちよく南街公民館をご利用い

ただけるよう対応いたしますので、よろしくお願

いいたします。 

なお、昨年来、新型コロナウイルス感染症の影

響により皆様には大変なご不便をおかけしており

ますが、引き続き、ご理解とご協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

（南街公民館長 眞中） 


